
為替週間展望＝ドル円は一段と上昇か

　　　　　　　　　　［３月１４日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 7 日～ 3 月 11 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  114.81   116.74(11)    114.78( 7)    116.63   +1.81

ユーロ・ドル  1.0942   1.1121(10)    1.0806( 7)    1.1008   +0.0080

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    25,162.78     -822.69     日本10年債利回り   0.186   +0.023

ダウ平均株価    33,174.07     -440.73     米10年債利回り     1.986   +0.256

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１５日　豪第４四半期住宅価格指数

　　　　中国２月小売売上高、中国２月鉱工業生産指数

　　　　英２月雇用統計

　　　　独３月ＺＥＷ景況感指数

　　　　ユーロ圏１月鉱工業生産指数

　　　　米２月生産者物価指数、米３月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　カナダ１月製造業出荷

　　　　米１月対米証券投資

１６日　ＮＺ第４四半期経常収支

　　　　日本２月貿易収支

　　　　日本１月鉱工業生産指数確報値

　　　　米２月小売売上高、米２月輸入価格指数

　　　　カナダ２月消費者物価指数、カナダ１月卸売売上高

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ、１５～１６日）政策金利

　　　　パウエル議長記者会見

１７日　ＮＺ第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）

　　　　日本１月機械受注高

　　　　豪２月雇用統計

　　　　ユーロ圏２月消費者物価指数

　　　　英中銀（ＢＯＥ）政策金利

　　　　米新規失業保険申請件数、米３月フィラデルフィア連銀景況指数

　　　　米２月住宅着工・許可件数

　　　　米２月鉱工業生産・設備稼働率

１８日　日本２月消費者物価指数

　　　　日銀金融政策決定会合（１７～１８日）金融政策発表

　　　　スイス２月生産者輸入価格

　　　　ユーロ圏１月貿易収支

　　　　カナダ１月小売売上高

　　　　米２月中古住宅販売件数、米２月景気先行指数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル高の地合いが継続する中、ウクライナ情勢次第で円売り／円買

いに傾きやすくなり、ドル円は引き続き１１４～１１５円台のレンジで推移が続くとみ

られる。米消費者物価指数が予想から上振れするようなら１１６円を試す可能性も出て

くるとした。

　　　　

【２月の米消費者物価指数は４０年ぶりの高水準】
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　ロシアのウクライナへの軍事侵攻への経済制裁の一環として、米国は８日にロシア産

の原油や天然ガスの輸入を全面的に禁止すると発表した。主要な産油国のひとつである

ロシアへの経済制裁の影響で原油価格は高騰を続けており、インフレへの警戒感を背景

に米長期金利が上昇している。

　　

　ＮＹ原油は７日に一時１３０ドル台に乗せるなど大きく上昇してきた。こうした中、

９日にアラブ首長国連邦（ＵＡＥ）が原油の増産を支持するほか、石油輸出国機構（Ｏ

ＰＥＣ）の生産拡大を促すと報じられたことを受けて、一気に１５ドル安と大幅安を見

せた。原油価格の高騰一服で、インフレへ警戒感が後退して、欧米だけでなくアジアの

株式市場も上昇を見せた。

　　

　１０日発表の２月の米消費者物価指数は前年比＋７．９％、コアも＋６．４％といず

れも市場予想と同水準となった。市場予想と同水準となったものの、高水準を維持して

おり、米長期金利は上昇して、ドル買いの動きに傾いた。米１０年債利回りは７日に一

時１．６６％前後まで低下したものの、１０日に１．９９％台まで上昇している。

　　

　ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは、１１日時点で３月のＦＯＭＣでの０．２５％の利上げ

確率は９５％前後となっている。ウクライナ情勢の影響で３月の米連邦公開市場委員会

（ＦＯＭＣ）での利上げは０．２５％にとどまるとみられているが、次回５月のＦＯＭ

Ｃ以降では、０．５０％の利上げに動く可能性も出てきそうだ。米連邦準備制度理事会

（ＦＲＢ）はウクライナ情勢の深刻化や長期化に伴う世界的な景気悪化への警戒感が高

まる中、物価高騰で難しいかじ取りを迫られる。

　　

　こうした中、ドル円は上値を追う動きを見せている。７日に１１５円台を回復すると

上昇基調で推移しており、１１６円乗せの後も堅調な流れを見せて、１１６円台後半ま

で上値を伸ばしている。３月のＦＯＭＣでは０．２５％の利上げとなりそうだが、イン

フレ高進への警戒感が示されるようだと一段と上昇する可能性が高まりそうだ。ドル円

の目先の予想レンジは、１１５．００～１１７．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１５日に米２月生産者物価指数、米３月

ＮＹ連銀製造業景気指数、米１月対米証券投資、１６日に日本２月貿易収支、日本１月

鉱工業生産指数確報値、米２月小売売上高、米２月輸入価格指数、米連邦公開市場委員

会（ＦＯＭＣ、１５～１６日）政策金利、パウエル議長記者会見、１７日に日本１月機

械受注高、米新規失業保険申請件数、米３月フィラデルフィア連銀景況指数、米２月住

宅着工・許可件数、米２月鉱工業生産・設備稼働率、１８日に日本２月消費者物価指

数、日銀金融政策決定会合（１７～１８日）金融政策発表、米２月中古住宅販売件数、

米２月景気先行指数などがある。

　　

【ＥＣＢは量的緩和縮小を加速】

　ユーロドルは大きく値を崩して、７日には１．０８台まで下落した。ウクライナと地

理的に近いことやロシア産の天然ガスに依存していることなどを背景にエネルギーの供

給不安などもあり、下落基調で推移してきた。９日の原油価格の急反落を受けて、欧州

株が大きく上昇したことやウクライナのゼレンスキー大統領が停戦に向けて一定の譲歩

をする用意があると述べたことなどからユーロドルは１．１０００ドルを回復するなど

大きく値を戻した。

　　

　１０日の欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会では、インフレ圧力の高まりを背景に量的緩

和策の縮小を加速する方針を決定した。パンデミック緊急購入プログラム（ＰＥＰＰ）

は予定通り３月末で終了させる。また、資産買い入れプログラム（ＡＰＰ）も第３四半

期で終了することを決定した。なお、政策金利は０％で据え置きとして、利上げについ

ては量的緩和の終了後「しばらくしてから」としている。

　　

　ユーロドルは量的緩和策の縮小加速が支援材料となっているものの、インフレの高ま

りとウクライナ情勢を受けての欧州の景気減速への警戒感が重石となって、安値からの

戻りが一服してもみ合いで推移するとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは、

１．０８００～１．１２５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１５日に豪第４四半期住宅価格指数、中国



２月小売売上高、中国２月鉱工業生産指数、英２月雇用統計、独３月ＺＥＷ景況感指

数、ユーロ圏１月鉱工業生産指数、カナダ１月製造業出荷、１６日にＮＺ第４四半期経

常収支、カナダ２月消費者物価指数、カナダ１月卸売売上高、１７日にＮＺ第４四半期

国内総生産（ＧＤＰ）、豪２月雇用統計、ユーロ圏２月消費者物価指数、英中銀（ＢＯ

Ｅ）政策金利、１８日にスイス２月生産者輸入価格、ユーロ圏１月貿易収支、カナダ１

月小売売上高などがある。
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